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要　旨
₂₀₁₅年～₂₀₁₇年の異業種インターンシップの活動に同行し、企業に対する学
生の興味や関心の変化について、選択形式と自由記述式のアンケート調査を実
施した。調査の結果、学生がインターンシップに対して、明確な目的を持って
いるとは限らず、また学生側と企業側とでは、最初から大きな意識の差が存在
する。またアンケート結果をもとにした定量分析から、企業の将来性を十分に
調べていると、関心をもってインターンシップに臨む傾向があると検証できた。
インターンシップに参加する事で、企業の業務内容や置かれている状況のイ
メージが明確になり、その企業への関心が高まると考察された。また会社の認
知度が低くても、インターンシップの活動で学生の企業に対する関心を高める
ことができることも検証できた。
キーワード： 短期インターンシップ、多業種インターンシップ、企業研究
JEL分類番号：J₂, J₆.
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1 ．はじめに
ここ数年「ワンデイ・インターンシップ（ ₁ 日インターンシップ）」という
形式が急速に増えつつある。『₂₀₁₇年度 キャリタス就活学生モニタ－調査結
果』によると、インターンシップに参加した学生の₆₅.₃％が「 ₁ 日以内」のプ
ログラムに参加したという結果が報告されている1）。このような現状には、企
業側と学生側の双方の事情があると考えられる。
企業がインターンシップを実施する目的は、古閑（₂₀₁₅）によると、①優秀
な学生の確保、②採用・広報ツール、③社内の活性化、④ビジネスチャンスの
拡大、の ₄ つに分類される。我々が調査したところでは、主に①と②が大きい
ようである2）。また経団連が、「 ₅ 日間以上」とする日数規定をなくして ₁ 日か
ら可能としたこともワンデイ・インターンシップの増加に影響した可能性が高い。
一方、大学生がインターンシップに参加する意義・目的は、古閑（₂₀₁₅）に
よると、①キャリア教育・専門教育としての意義、②教育内容・方法の改善・
充実、③高い職業意識の育成、④自主性・独創性のある人材の育成、の ₄ つで
ある。以前は多くの学生の参加目的が「自身の成長のため」であった3）。とこ
ろが『インターンシップに関する調査』（₂₀₁₅年）では、学生の参加目的の ₁
位が「業界研究のため」（₅₂.₁％）となり、「自身の成長のため」が₂₅.₂％へと
急激に減少している。今後の調査結果を見てみる必要があるが、このころから
 1） 『₂₀₁₇年度 キャリタス就活学生モニター調査結果』によると、インターンシップに参加
した学生の₄₁.₈％が「 ₅ 日間以上」のプログラムに参加した。
 2） ₂₀₁₆年 ₈ 月₂₆日に実施された異業種インターンシップのパネルディスカッションにおい
て、複数の企業からインターンシップの目的は優秀な学生の確保と広報が目的であると
の発言があった。また複数の企業から「 ₅ 日間以上」のインターンシップを実施できな
いとの答えを得ている。
 3） 『インターンシップに関する調査』（₂₀₁₅年）によると学生がインターンシップの参加す
る目的が過去 ₂ 年間（₂₀₁₃年と₂₀₁₄年）の調査では「自身の成長のため」が ₄ 割を超え
ている。
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学生の参加目的や意識にも変化があるように受け取れる。
このように学生・企業双方で、少しずつインターンシップの捉え方に変化が
生じている。そこでワンデイ・インターンシップの先駆けである異業種イン
ターンシップに ₃ 年間同行し、企業に対する学生の興味や関心の変化につい
て、選択形式と自由記述式のアンケート調査を実施した。異業種インターン
シップとは、企業と新規学卒者のミスマッチが入社 ₃ 年以内の主な原因である
と考え、そのミスマッチを防ぐために、様々な業種のワンデイ・インターン
シップを組み合わせることで「業界研究」を深めさせるための活動で、過去₁₀
回以上実施されている。今回調査した₂₀₁₅年～₂₀₁₇年度の異業種インターン
シップは、 ₈ 月₁₂日前後から ₈ 月₂₅日前後の約₁₀日間、全員が行動を共にし、
就業体験や座学が実施された。₂₀₁₅年度参加学生数は₁₆名、₂₀₁₆年度は ₈ 名、
₂₀₁₇年度は ₅ 名であった。参加企業は、公的機関、マスコミ、製造業（ ₃
社）、小売業、ホテル、農園、サービス業と約合計₁₀社前後で、最終日には体
験者全員と大学担当者・企業担当者参加による報告会とパネルディスカッショ
ンが実施される。なお同行期間中の活動内容の詳細やアンケート用紙等は菊
池・佐野（₂₀₁₈年）にまとめている。
本稿では、まずインターンシップに対する学生の姿勢に関して、企業側から
見た学生の評価と学生自身の評価の推移をみる。その後、₂₀₁₆年度のデータを
使用してインターンシップの活動の検証結果と得られた課題を説明し、考察を
述べている。
2 ．先行研究との関連性
学生の就職状況に関する研究は多くされており、黒澤・玄田（₂₀₀₁）では、
卒業時の景気状況が早期離職につながっていると検証している。また小林・
梅崎・佐藤・田澤（₂₀₁₄）では大卒者の就職先と継続状況に関するアンケート
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データを計量分析することで、業界・企業規模と早期離職の関係について検証
されている。インターンシップに関する研究も進んでおり、三浦（₂₀₁₆）では
インターンシップの参加と学業の成績や就業意識に関する研究が報告されてい
る。本稿もインターンシップの参加と就業意識に関する調査である。
この調査の大きな特徴は、実際にインターンシップの活動に同行し、学生と
企業の双方にアンケートを実施している点である。学生と企業の双方からの評
価についてまとめられている研究として亀野（₂₀₁₁）がある。亀野（₂₀₁₁）で
は、企業の学生評価は概ね良好であったが、実習日数が多い場合に比べて少な
い場合は企業の評価が低くなる傾向にあると報告している。ただし、当然なが
ら、各個人が異なる企業のインターンシップに参加しているため、アンケート
調査自体、個人の主観に左右されやすい。
それに対して、今回のアンケート調査では、三浦（₂₀₁₆）や亀野（₂₀₁₁）と
異なり、全員が同じ就業体験や座学を複数経験するため、複数の目線から調査
できる点に特徴がある。またアンケート調査も統一的なものを用いているため
複数の企業から学生の評価も数値化することが可能となっている4）。
3 ． 3 年間のアンケート調査結果
₃ 年間のアンケート調査は、インターンシップの参加と就業意識の関係を調
査することが目的である。特にⅰ学生と企業では、その企業もしくはその業界
で働くことに対する意識の差がどの程度存在するのか、ⅱ異業種インターン
シップを通じて、学生は企業に対する関心度に変化が生じているのか、の ₂ 点
を検証することにある。
まず選択形式のアンケート項目から、インターンシップに対する参加意識に
 4） 企業のアンケート記入も複数の人から得るように心がけた。ただしサンプル数が少な
く、客観性に課題があることは考慮する必要がある。
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ついて ₃ 年間の結果をグラフ化した。なおアンケート項目自体も改善を重ねて
いるため、本稿では過去 ₃ 年分のアンケートで比較検証が可能な①「目的を
持って臨むことができたかどうか」、②「疑問点を積極的に質問できていたか
どうか」、の ₂ 点を取り上げている5）。また自由記述式のアンケート項目からそ
の理由を推察している。なおアンケート用紙等は菊池・佐野（₂₀₁₈年）にまと
めている。
アンケートの調査対象は次のとおりである。まず学生向けアンケートである
が、年により人数が異なるが、異業種インターンシップ参加者全員である。ま
た企業向けアンケートはインターンシップの実施時間・実施日程等を鑑みてこ
ちらで選定し、日程順にA社、B社、…となっている。そしてそれらの平均値
をグラフにまとめている。
3．1 2015年度の調査結果
₂₀₁₅年度において実施した結果が図 ₁ 、図 ₂ である。図 ₁ に表れているよう
に、①「目的を持って臨むことができたかどうか」に関して、学生側と企業側
とでは、最初から大きな意識の差が存在するのがわかる。学生は十分準備して
いると考えていても、企業側からは準備不足として見えなかったようである。
また図 ₂ に表れているように、②「疑問点を積極的に質問できていたかどう
か」に関しても、最初のうちこそ「あまり関心がなかった分野だが、インター
ンシップを受けて番組制作に関心が湧いた」など、自分の知らない・関心がな
かった業界にも目を向け、質問を考えていたようだが、後半になると＂作業＂
のように質問をしている部分もあり、雑な行動も見られた。その結果、企業か
ら見れば、積極的な質問が出来ていたとは思えなかったようである。また学生
向けアンケートの自由記述を見ていると、「次回にここを改善したい」という
 5） ₂₀₁₆年度から調査項目に大きな修正を加えたため、₂₀₁₅年度と、₂₀₁₆年度と₂₀₁₇年度を
単純に比較できない。
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ようなコメントがほとんど見当たらなかった。つまり学生自身の視野を広げる
点では効果があったようであるが、表面的なものに終わってしまった可能性が
高い。
3．2 2016年度の調査結果
₂₀₁₆年度の①「目的を持って臨むことができたかどうか」に関する結果を示
したものが図 ₃ である。これを見ると₂₀₁₅年と₂₀₁₆年ではカーブの描き方が ₂
点で大きく異なる事がわかる。 ₁ つ目に学生と企業の意識において、A社から
学生の方の満足度が高いが、その差は₂₀₁₅年度より小さく、E社では逆転して
いる点である。 ₂ つ目に日数を経るごとに企業の評価が上昇している点であ
る。また②「疑問点を質問できていたかどうか」に関する結果を示したものが
図 ₄ である。₂₀₁₅年度の結果と異なり、企業のほうが評価高い。
このような結果になった理由として、次の ₂ つが考えられた。 ₁ つ目が企業
分析シートの導入である。企業分析シートとは、ⅰ企業の事業内容、ⅱ企業の
現状について、ⅲ企業の将来性について、の ₃ 項目を事前に記入させ、イン
ターンシップ後に「入社したらあなたはどうしますか」という問いに対して具
図 1　2015年度の結果
（学生側）
（企業側）
図 2　2015年度の結果
（学生側）
（企業側）
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体的に答えさせるシートである。₂₀₁₅年度の場合、インターンシップへ参加す
るにあたり、どの部分を質問すればよいのか最後までわからなかったようであ
る。そこで指導側からある程度の基準を示すことで、学生たちがやり方を把握
できたようである。 ₂ つ目がインターンシップ生の人数である。いくつかの企
業からも、人数の面から実施しやすかったなどの反応があった。我々も指導す
る上で実施しやすい人数であり、たとえば、学生から質問などのメールを受け
取っても、ほぼスムーズに返信が実施でき、翌日のインターンシップ先で対応
できた部分もあった。
3．3 2017年度の結果
₂₀₁₇年度の①「目的を持って臨むことができたかどうか」に関する結果を示
したものが図 ₅ である。これを見るとこれまでの ₂ 年とは異なり、A社とD社
の評価が高いが、B社とC社では学生に対する評価が低い。これに関してB
社、C社から「事前に配布されたものを読んでいない」、「HPの財務データを
見ていない」というコメントを頂いており、インターンシップへの事前準備の
図 3　2016年度の結果 図 4　2016年度の結果
（学生側）
（企業側）
（学生側）
（企業側）
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点で評価が低いことが分かった。
また②「疑問点を質問できていたかどうか」の結果を示したものが図 ₆ であ
る。これに関しては「本当に聞きたかった事を聞けているのか」という事を複
数の企業からコメントを頂いている。今回は中間チェックの段階でも指摘を行
い、学生たちも意識はしていたのだが、思い切って聞くことが出来なかったよ
うで企業側からの評価は学生の評価を上回る事がなかった。
4 ．企業に対する学生の関心とインターンシップの関係
前章では、インターンシップに対する学生の姿勢に関して、企業側から見た
学生の評価と学生自身の評価の推移をみた。そこから検証すべきことは、まず
事前準備に関することである。具体的に何をさせることが学生の興味や関心を
高めるか調査する必要がある。そこで仮説 ₁ として、「インターンシップ受講
前、インターンシップへの事前準備の達成度が高ければ、その企業に対する関
心が高まる」を設定した。またインターンシップの内容自体も検証すべきであ
る。 ₁ 日とは言え、複数の企業を訪問し、色々な活動に取り組んでいる。どの
図 5　2017年度の結果 図 6　2017年度の結果
（学生側）
（企業側）
（学生側）
（企業側）
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内容が学生の興味や関心を高めるか調査する必要がある。そこで仮説 ₂ とし
て、「インターンシップ受講後、インターンシップの内容の充実度が高けれ
ば、その企業に対する関心が更に高まる」を設定した。これらの仮設に関する
定量分析を行い、これらの仮説が支持されるのか検証を行う。なお本来であれ
ば、₂₀₁₆年度と₂₀₁₇年度の両方を対象にしたかったが、₂₀₁₇年度は学生数が半
減し、企業数も減少してしまい、最低限のサンプル数を確保できなかった。そ
こで、₂₀₁₆年度のみのデータを使用して分析を行っている。
4．1 データ説明
⑴学生向けアンケート
₂₀₁₆年度の調査対象は、異業種インターンシップ参加者の ₈ 名で、うち男子
学生 ₄ 名、女子学生 ₄ 名である。各インターンシップの実施後、数日以内に回
収しており、₁₀社× ₈ 人分の調査結果を得られた。回収率は₁₀₀%であるが、
記入漏れはいくつか存在している。なお本稿において用いたデータに関して
は、インターンシップ直後の自己評価のみであるため、亀野（₂₀₁₁）同様、客
観性の問題を抱えている。
⑵企業向けアンケート
₂₀₁₆年度の調査対象は、インターンシップ実施企業₁₀社のうちの ₅ 社であ
る。本来であれば、₁₀社全てで実施したいところだが、インターンシップの実
施時間・実施日程等を鑑みてこちらで選定し、日程順にA社～E社としてい
る6）。なお統一のアンケート調査を実施しているため、なるべく客観的な評価
を心がけているが、厳密に比較するには多くの問題が残されている。
 6） なおA社は ₃ 名、B社は ₄ 名、C社は ₁ 名、D社は ₂ 名、E社は ₆ 名からアンケートに協
力いただいた。企業ごとに平均値をとって、それを評価値として活用している。
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4．2 参加学生の関心を高めることが出来たのか
⑴仮説 1の検証
この検証では被説明変数としてインターンシップを受ける前はどの程度その
企業に関心があったのか、説明変数として事前準備をどの程度していたか、企
業認知度、男女ダミーを設定しパネル分析を実施している。その結果は表 ₁ に
示している。またその際使用したデータの記述統計量は表 ₂ にまとめている。
その結果、企業の認知度は₁₀％水準で正に有意という結果であるが、やはり
事前の関心度を高める要因であることが分かる。また企業の将来性を十分に調
べていると、関心をもってインターンシップに臨む傾向が確認できた。なお今
回の参加生に関しては、男性のほうが事前の関心が高かったようである。
表 1　被説明変数：その企業に対する関心度（インターンシップの受講前）
定数項
事前準備をどの程度しているか
認知度
男女
ダミー
R DW事業内容を
調べる
企業の現状
を調べる
企業の将来
を調べる
₁  ₁.₄₅₆**
（₀.₆₄₀）
₀.₁₆₉
（₀.₁₈₂）
₀.₅₀₃**
（₀.₂₄₅）
₀.₅₁₈***
（₀.₁₈₀） ₀.₁₉₄ ₁.₉₁₀
₂  ₁.₃₄₈***
（₀.₄₇₅）
₀.₂₁₄
（₀.₁₄₂）
₀.₅₁₁**
（₀.₂₄₁）
₀.₄₉₈***
（₀.₁₇₉） ₀.₂₁₀ ₁.₈₅₇
₃  ₀.₉₁₆**
（₀.₄₂₀）
₀.₃₈₀***
（₀.₁₃₆）
₀.₄₃₆*
（₀.₂₃₄）
₀.₄₃₄**
（₀.₁₇₄） ₀.₂₆₈ ₁.₈₈₈
₄  ₀.₈₉₂
₀.₆₅₇
－₀.₀₂₇
（₀.₂₁₀）
₀.₀₅₂
（₀.₁₇₆）
₀.₃₆₃***
（₀.₁₅₈）
₀.₄₃₉*
（₀.₂₃₉）
₀.₄₃₃**
（₀.₁₇₇） ₀.₂₅₇ ₁.₈₈₈
注 ₁ ）サンプル期間：インターンシップ₁₀日分、サンプル数：₇₉
　 ₂ ） 推定値の下段の括弧の数値は標準偏差、Rは修正済み決定係数、DWはダービ
ンワトソン値
　 ₃ ）***は ₁ ％水準で有意、**は ₅ ％水準で有意、*は₁₀％水準で有意
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一方、事業内容や現状を調べても、学生の関心には影響しないという結果が
得られた。その理由について、事前の段階ではいまひとつ内容を把握出来ず、
インターンシップに臨んでいる可能性が高いと推測した。なぜなら、企業向け
アンケート調査から「業務内容に関する質問がない」というコメントが多かっ
たからである。もし学生たちが事前に業務内容を理解できるような講座等があ
れば、企業への興味や関心につながるかもしれないが、その検証は別途必要で
ある。
⑵仮説 2の検証
この検証では、被説明変数としてインターンシップ後、その企業（業界）に
関してどの程度関心が変化したか、説明変数としてインターンシップの内容や
表 2　仮説 1の分析で用いたデータの記述統計量
その企業に
対する関心
度
事前準備をどの程度しているか
認知度
男女
ダミー事業内容を
調べる
企業の現状
を調べる
企業の将来
を調べる
平均 ₂.₄₁₈ ₃.₅₀₆ ₃.₃₀₄ ₃.₁₂₇ ₀.₂₂₅ ₀.₅₀₀ 
標準誤差 ₀.₀₉₈ ₀.₀₅₉ ₀.₀₇₇ ₀.₀₇₇ ₀.₀₄₇ ₀.₀₅₆ 
中央値 ₂ ₄ ₃ ₃ ₀ ₀.₅
最頻値 ₂ ₄ ₃ ₃ ₀ ₀
標準偏差 ₀.₈₇₁ ₀.₅₂₈ ₀.₆₈₆ ₀.₆₈₆ ₀.₄₂₀ ₀.₅₀₃ 
分散 ₀.₇₅₉ ₀.₂₇₉ ₀.₄₇₁ ₀.₄₇₁ ₀.₁₇₇ ₀.₂₅₃ 
尖度 －₀.₅₅₃ －₁.₃₃₅ －₀.₇₉₅ －₀.₈₃₉ －₀.₂₀₄ －₂.₀₅₂ 
歪度 ₀.₂₅₉ －₀.₂₉₄ －₀.₄₇₅ －₀.₁₆₇ ₁.₃₄₂ ₀.₀₀₀ 
最小 ₁ ₂ ₂ ₂ ₀ ₀
最大 ₄ ₄ ₄ ₄ ₁ ₁
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企業認知度、実習内容の満足度、男女ダミーで回帰分析を実施した。その結果
は表 ₃ に示している。またその際使用したデータの記述統計量は表 ₄ にまとめ
ている。
まず企業説明や実習内容の満足度について、正に有意という結果であった。
この結果は仮説 ₁ の結果と整合している。つまり学生にとって、事前では業務
内容や企業の現状はイメージし難く、それが座学や実習経験することによって
多少は明確になり、結果的に関心が高まると推察できる。
表 3　被説明変数：その企業に対する関心の変化度（インターンシップ受講後）
定数項
インターンシップの内容 業界研究の深化
実習内容
の満足度
認知度
男女
ダミー
R DW企業説
明は適
切か
資料は
適切か
社員との
交流が十
分か
疑問点を積
極的に質問
できたか
自分の疑問
点を解消で
きたか
₁
－₂.₅₅₇**
（₁.₂₆₆）
₀.₄₉₂*
（₀.₂₈₀）
₀.₅₁₈**
（₀.₂₃₁）
－₀.₆₁₉**
（₀.₂₇₂）
－₀.₆₅₇***
（₀.₂₁₈） ₀.₁₈₃ ₂.₁₀₀
₂
－₂.₂₉₈
（₁.₅₁₉）
₀.₅₆₄*
（₀.₃₀₃）
－₀.₀₄₇
（₀.₂₄₀）
－₀.₁₂₉
（₀.₁₆₆）
－₀.₁₉₅
（₀.₁₈₀）
₀.₁₆₇
（₀.₂₀₀）
₀.₅₆₃*
（₀.₃₀₀）
－₀.₇₅₁**
（₀.₂₉₉）
－₀.₆₀₅**
（₀.₂₃₈） ₀.₁₉₄ ₂.₁₇₉
注 ₁ ）サンプル期間：インターンシップ₁₀日分、サンプル数：₇₉
　 ₂ ） 推定値の下段の括弧の数値は標準偏差、Rは修正済み決定係数、DWはダービ
ンワトソン値
　 ₃ ）***は ₁ ％水準で有意、**は ₅ ％水準で有意、*は₁₀％水準で有意
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図 ₇ はインターンシップ前と後で学生の関心度を集計したものである。これ
を見ると、どの企業においても、関心が増加していることがわかる。ただしイ
ンターンシップ活動のどの内容によって、学生の関心が高まるか検証できな
かった。平尾・川端・本庄・松坂（₂₀₁₅）など先行研究では、社員との交流が
インターンシップの満足度に大きく影響することが報告されている。しかし今
回のアンケートでは統計的に有意な結果が得られなかった。コメントを見て
も、積極的な交流があると学生の評価・満足度が高いことは確認できるのだ
が、それが企業や業界に対する関心を変化させるかどうかは確認できなかっ
た。この点は更なる検証が必要である。
表 4　仮説 2の分析で用いたデータの記述統計量
その企業
に対する
関心の変
化度
インターンシップの内容 業界研究の深化
実習内容
の満足度企業説明
は適切か
配布資料
は適切か
社員との交
流が十分に
できたか
疑問点を積
極的に質問
できたか
自分の疑問
点を解消で
きたか
平均 ₀.₇₇₅ ₃.₇₉₇ ₃.₇₅₃ ₃.₄₁₀ ₃.₃₂₉ ₃.₄₆₈ ₃.₇₄₇
標準誤差 ₀.₁₀₄ ₀.₀₄₆ ₀.₀₅₆ ₀.₀₉₄ ₀.₁₀₁ ₀.₀₈₆ ₀.₀₅₂
中央値 ₁ ₄ ₄ ₄ ₄ ₄ ₄
最頻値 ₀ ₄ ₄ ₄ ₄ ₄ ₄
標準偏差 ₀.₉₂₇ ₀.₄₀₄ ₀.₄₉₁ ₀.₈₂₉ ₀.₉₀₂ ₀.₇₆₅ ₀.₄₆₆
分散 ₀.₈₆₀ ₀.₁₆₄ ₀.₂₄₁ ₀.₆₈₇ ₀.₈₁₃ ₀.₅₈₆ ₀.₂₁₇
尖度 －₀.₂₄₄ ₀.₂₈₄ ₂.₇₅₂ ₁.₀₂₀ ₁.₀₉₁ ₁.₃₉₁ ₁.₃₃₂
歪度 ₀.₃₇₁ －₁.₅₀₉ －₁.₈₆₀ －₁.₃₂₃ －₁.₃₅₃ －₁.₃₈₈ －₁.₅₄₁
最小 － ₁ ₃ ₂ ₁ ₁ ₁ ₂
最大 ₃ ₄ ₄ ₄ ₄ ₄ ₄
 ※認知度・男女ダミーは表 ₂ と同じため省略している
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一方、企業の認知度が ₅ ％水準で負に有意という結果となった。これは自分
が認知していた企業をより知ることによって、イメージと異なる部分があった
ため、逆に関心が下がってしまったことを意味する。つまり認知度が低くて
も、インターンシップ次第で、学生の企業に対する関心を増すことができるこ
とを意味する。
今回のインターンシップ生に関しては、男性のほうが企業に対して事前の興
味が高かったようであるが、インターンシップを経験して、女性のほうが企業
に対する関心や興味が高まったことを意味する。
5 ．おわりに
₂₀₁₅年～₂₀₁₇年の異業種インターンシップの活動に同行し、企業に対する学
生の興味や関心の変化について、選択形式と自由記述式のアンケート調査を実
施した。調査の結果、学生がインターンシップに対して、明確な目的を持って
いるとは限らず、また学生側と企業側とでは、最初から大きな意識の差が存在
することが数値化された。つまり学生は十分準備していると考えていても、企
図 7　学生側の企業に対する関心の変化
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業側からは準備不足として見えなかったようである。もし参加目的を明確化し
ようとするならば、運営側の工夫が必要であることが分かった。また関心やモ
チベーションを維持することも必要で、学生に対してPDCAの実施をより徹
底させ、インターンシップ実施前に準備を怠らないよう指導することが必要で
あると分かった。
またアンケート結果をもとにした定量分析から、企業の将来性を十分に調べ
ていると、関心をもってインターンシップに臨む傾向があると検証できた。た
だし学生たちにとってインターンシップに参加する前ではホームページ等で記
述されている情報から業務内容や現状などをイメージすることは難しいよう
で、そのことを事前に調べても、企業に対する関心に繋がるとは言えないこと
が検証された。そのためインターンシップでの座学や実習経験することによっ
て、企業のことがわかり、より関心や興味が高まるということが検証された。
一方、認知度が低くても、インターンシップで学生の企業に対する興味や関心
を増すことができることも検証できた。
今後は異業種インターンシップでのサンプル数の確保や他のワンデイ・イン
ターンシップでも同様の調査を行い、今回の結果の妥当性・頑健性について
チェックを行っていく必要があると思われる。
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Relationships between Students’ Interests and Business Internships
－Consideration from a Questionnaire Survey with the 
Accompanying Three-year Internship Activity－
 Kaoru Sano
ABSTRACT
I participated in the activities of the Multi-Industry Internship from 
₂₀₁₅ to ₂₀₁₇ and carried out a questionnaire survey （multiple-choice 
and open-answer question formats） about changes in studentʼs interests 
and their interests in enterprises.　From the results of the survey, we see 
that it is not necessarily that the student has a deﬁnite purpose for 
participating in an internship, and there is a big difference in 
consciousness between the student side and the company side.　Also, 
from the quantitative analysis of the questionnaire results, it was possible 
to verify that there is a tendency for students to favor certain company 
internships if they thoroughly investigate the companyʼs future potential.
By participating in the internship, it was considered that the business 
contents of the company and the image of the situations under which it 
was placed were clariﬁed, and student interest in that company increased.　
Moreover, even if awareness of a company is low, we can also verify 
that studentsʼ interest in companies can be increased by internship 
activities.
Keywords： short term internship; multi-industry internship; corporate study.
JEL Classiﬁcation Numbers：J₂, J₆.
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